
巨大化

黄金イクラの生産性拡大
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これまでの研究・開発成果

 銀化ヤマメが海水に適応可能で、冬季に4か月間の海上養殖により
巨大化する（⇒可食分の生産性の飛躍的増大）

 魚肉は生食が可能、脂がのり、機能性脂質やアンセリン含量が増大
 骨や頭部、内臓を利用し、魚醤としての製品化が可能
 秋の成熟期までは淡水での養殖が可能
 大粒の黄金色のイクラの生産性が飛躍的に増大

12月～3月
（海水養殖）

4月～10月
（淡水養殖）




